
林内の腐植上に生えるがあまり大きな群落はつくらない。全形、とくに葉先の様子はヒモヒツジゴケに似
る。枝はまるく葉を付け、葉は乾くと、枝に接してやや覆瓦状になる。枝葉は、卵形で深く窪み、急に長い糸
状の鋭尖部になるのが良い特徴で、長さ2.5-3mm。葉縁の上部には細かい葉がある。日本では胞子体は
見つかっていない。林内の腐植上に生えるが、群落は小さいことが多く目立たない。

－

－

Ａ

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Cirriphyllum  piliferum  (Hedw.) Grout

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

宍粟市

■ 国内分布

本州（中部以西）、四国

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

アオギヌゴケ科

兵庫県ランク…ナガバヒゲバゴケ
環境省ランク… －


